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スライド1

報告５　埼玉県における大量輸血症例
－ 2013 年の全国調査より－

演者：阿南　昌弘　先生　　埼玉医科大学総合医療センター　輸血・細胞治療部

スライド2

我が国では、大量出血時の凝固因子補充に対し、
大量の FFP が使用されています。しかし、最近
ではクリオプレシピテートまたは濃縮フィブリノ
ゲン製剤の投与により、出血量および輸血量の削
減につながったという報告があります。
このような背景を踏まえ、わが国の輸血症例の

実態を把握するため、厚生労働省委託事業「平成
25年度血液製剤使用実態調査」が行われました。

今回はそのアンケート結果のうち、埼玉県の大量
輸血症例について報告します。

スライド3

2013 年に、日赤血液センターから輸血用血液
製剤が供給された 11,015 施設を対象に、病床数、
調査期間中の輸血症例数、単位数、1日に RBC
を 10 単位以上輸血した症例すなわち R10 症例
数、輸血単位数を調査しました。
また、R10 症例個別の診療科名、輸血量、ク

リオプレシピテート、濃縮フィブリノゲン製剤使
用量、輸血前フィブリノゲン濃度を調査しました。
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スライド4

まず報告のあった施設数です。
全国では 4,894 の医療機関から報告があり、

回答率は 44.4% でした。300 床未満の施設が
84% を占めていましたが、病床数が増加するほ
ど施設数は減少し、800 床以上の施設は 1%でし
た。
埼玉県では 187 施設から報告があり、全国に

占める割合は 3.8% でした。施設規模の内訳は全
国と同様の傾向がみられました。

スライド5

RBC が輸血された施設数は全国で 3,812、埼玉
県では 145 であり、全国の 3.8% が埼玉県の施設
でした。病床数別では 300 床未満の施設が最も
多く全体の約 80%を占めていました。輸血量は、
全国で約 450 万単位、埼玉県では約 22 万単位
が使用されていて、その割合は 4.8% でした。病
床数別では施設数の割合と異なり、500 ～ 799

床の施設が最も多く全国で 30.5%、埼玉県では
38.6% でした。施設あたりの輸血量は 800 床以
上の医療機関で最も多く、全体と比較すると 10
倍近くの使用量となっていました。

スライド6

FFP は全国で 1,958 施設、埼玉県では 79施設
で使用されており、4%の施設が埼玉県の施設で
した。病床数別では RBC と同様、300 床未満の
施設が最も多かったですが、RBC よりも若干少
なく全体の約 60% 前後でした。輸血量は、全国
で約 170 万単位、埼玉県では約 7万 7千単位が
使用されていて、その割合は 4.5% でした。病床
数別では、500 ～ 799 床の施設が最も多い結果
となりました。FFP/RBC 比は全国が 0.38、埼玉
は 0.36 でほぼ同じでしたが、800 床以上の施設
では全国が 0.63 であったのに対し、埼玉県では
0.46 と FFP の使用量が少ない傾向がありました。

スライド7
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R10 症例があったと回答した施設の輸血量を
まとめました。R10 症例の RBC 輸血量が赤色で
示されていますが、施設番号が 6から 13あたり
の施設は赤色の部分がないことから、R10 症例
についての回答がなかったことを示しています。
RBC、FFP ともに輸血量の多い施設ほど R10

症例の割合が多く、特に FFP ではその傾向が顕
著でした。

スライド8

病床数別に R10 症例があった施設数をまとめ
ました。全体では 187 施設でしたが、80% 以上
の施設から報告がありませんでした。R10 症例
があり、輸血量も報告された施設は 18で全体の
9.6% でした。

スライド9

R10 症例があり、かつ輸血量の報告があった
18 施設では、R10 症例は 1,092 で全体の 4%、
RBC 輸 血 量 は 20,413 単 位 で 18.6%、FFP は
16,862 単位で 35.8% と、症例数の割合とくらべ
て RBC、特に FFP の使用量が多い傾向がありま
した。FFP/RBC 比は、全輸血例では 0.43 でした
が R10 症例では 0.83 であり、800 床以上の施設
では 0.93 でした。

スライド10

R10 症例はあったものの輸血量が報告されな
かった施設が 8あったため、この施設群での輸
血量を推定してみました。施設間で輸血症例の病
態に偏りがないと仮定して、病床数ごとに輸血量
の報告がなかった施設とあった施設の比率を算出
し、その比率を輸血量の報告があった施設の数値
に乗じて推定量を算出しました。
その結果、R10 症例数は 1,403、RBC 輸血量は

26,273 単位、FFP は 21,841 単位と推定されま
した。かっこの数字は全輸血症例に対する割合を
示しています。R10 症例は症例数としては全体
の 5%程度ですが、RBC の輸血量は 24%、FFP に
至っては 46.4% であり、全体の半数近くが R10
症例で使われている可能性が示唆されました。
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スライド11

R10 症例個別の報告があった 294 例のうち、
輸血前フィブリノゲン濃度が測定されていたのは
204 例で全体の 69.4% でした。フィブリノゲン
100 未満、100 以上 150 未満、150 以上に分類
して RBC、FFP の輸血量を調べたところ、フィブ
リノゲンが低いほど輸血量が増加する傾向にあり
ました。フィブリノゲンが 150 未満の症例では
RBC より FFP の平均輸血量が多く、特に 100 未
満の症例ではその傾向が顕著でした。

スライド12

R10 症例の診療科別輸血症例数です。RBC の
輸血症例数は心臓血管外科が最も多く 91 症例
31%、次いで救急科 70 例 24%、消化器外科 51
例 17.6%、産婦人科 35例 13.1% などとなってい
ました。

スライド13

R10 症例の診療科別輸血量と、フィブリノゲン
濃度です。R10 症例全体における平均 RBC 輸血
量は 16.7 単位で、FFP は 15.2 単位でした。輸血
前フィブリノゲン濃度は 189.7 でした。この中
で、特に産婦人科では FFP の使用量が 35症例で
24.9 単位と多く、フィブリノゲン濃度も 140.2
と他の診療科と比較して低いことが明らかになり
ました。

スライド14

次に、同様のことを病態ごとにまとめてみまし
た。症例数が多かった上位 4診療科についてで
すが、産科的疾患である弛緩出血、胎盤早期剥離、
前置・癒着胎盤では FFP の使用量がほかの疾患
より多く、フィブリノゲン濃度も低い傾向があり
ました。特に胎盤早期剥離では、症例数が少ない
ものの RBC の使用量が 14 単位でほかの疾患と
大差ないのに対し、FFP の使用量は 34.3 単位と
多く、フィブリノゲン濃度は 67.5 と非常に低い
ことがわかりました。
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スライド15

凝固因子製剤は、フィブリノゲン製剤が１施設、
26 症例で使用されていましたが、クリオプレシ
ピテートが使用された施設はありませんでした。
病態ごとにフィブリノゲン製剤を使用した群と使
用しなかった群を比較してみたところ、投与あり
群の方が輸血量が多く、フィブリノゲン濃度は低
い傾向がありました。しかし、先ほど示したよう
に、フィブリノゲン濃度が低いほど輸血量が多く
なる傾向があることから、もしもこれらの症例で
フィブリノゲン製剤が投与されていなければ、さ
らに輸血量が増えていた可能性があります。たと
えば、症例数は少ないですが、胎盤早期剥離では
輸血前フィブリノゲン濃度が投与あり群では 70、
投与なし群では60であり両群とも低いのに対し、
輸血量は投与あり群の方が少なくなっています。
今後は症例を集めてさらに詳細な検討をする必要
があると思われます。

スライド16

埼玉県においてＲ 10症例の報告があった施設
数は 26 施設で、全施設数の 13.9％を占めてい
ました。Ｒ 10症例は、推定 1,403 症例で、全輸
血症例の 5.1％を占めていました。それに対して
ＲＢＣ、ＦＦＰ輸血量は、それぞれ 26,273 単位
（24％）、21,841 単位（46.4％）。症例数を比較
すると、Ｒ 10症例の輸血量が多い傾向にありま
した。

スライド17

R10 症例数は、診療科別では心臓・大血管外
科、救急科、消化器外科、産婦人科の４診療科で
84%を占めていました。
輸血前フィブリノゲン濃度は、全体の約 70%

の症例で測定されていました。フィブリノゲン濃
度が低いほど輸血量が増加する傾向があり、濃縮
フィブリノゲン製剤の使用により輸血量を削減で
きる可能性があると考えられました。
フィブリノゲン製剤が使用された症例では輸血

量が多い傾向がありましたが、症例ごとに特色が
異なる可能性があるため、今後さらに検討を重ね
る必要があると思われます。




